
平
成
十
四
年
総
務
省
令
第
百
十
号

電
波
の
利
用
状
況
の
調
査
及
び
電
波
の
有
効
利
用
の
程
度
の
評
価
に
関
す
る
省
令

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
条
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
電
波
の
利
用
状
況
の
調
査
等
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
電
波
の
利
用
状
況
の
調
査
及
び
電
波
の
有
効
利
用
の
程
度
の
評
価
に
関
し
、
必
要
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
用
語
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
及
び
無
線
通
信
規
則
第
一
条
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
利
用
状
況
調
査
に
係
る
無
線
局
の
種
類
）

第
三
条
　
総
務
大
臣
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
無
線
局
の
種
類
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
を
周
期
と
し
て
、
法
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
利
用
状
況
調
査
（
以
下
「
利
用
状
況
調
査
」
と
い
う
。
）
を
行
う
も
の
と

す
る
。

一
　
法
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
電
気
通
信
業
務
用
基
地
局
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
五
条
に
お
い
て
単
に
「
電
気
通
信
業
務
用
基
地
局
」
と
い
う
。
）
　
一
年

二
　
法
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
電
気
通
信
業
務
用
基
地
局
以
外
の
無
線
局
の
う
ち
、
公
共
業
務
用
無
線
局
（
無
線
局
（
基
幹
放
送
局
を
除
く
。
）
の
開
設
の
根
本
的
基
準
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則

第
十
二
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
公
共
業
務
用
無
線
局
を
い
い
、
法
第
百
三
条
の
二
第
十
四
項
に
規
定
す
る
国
の
機
関
等
が
開
設
す
る
無
線
局
並
び
に
同
条
第
十
五
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
無
線
局
の
う
ち
特
に

調
査
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
　
一
年

三
　
法
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
電
気
通
信
業
務
用
基
地
局
以
外
の
無
線
局
の
う
ち
、
公
共
業
務
用
無
線
局
以
外
の
無
線
局
　
次
に
掲
げ
る
周
波
数
帯
ご
と
に
お
お
む
ね
二
年

イ
　
七
一
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
も
の

ロ
　
七
一
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
る
も
の

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
総
務
大
臣
は
、
電
気
通
信
業
務
用
基
地
局
の
通
信
の
相
手
方
で
あ
る
移
動
す
る
無
線
局
に
係
る
利
用
状
況
調
査
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
電
気
通
信
業
務
用
基
地
局
に
係
る
利
用
状
況
調
査
と
併
せ
て

行
う
も
の
と
す
る
。

第
四
条
　
法
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
各
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
電
波
の
有
効
利
用
の
程
度
の
評
価
（
第
十
条
に
お
い
て
「
有
効
利
用
評

価
」
と
い
う
。
）
を
効
果
的
に
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
全
て
の
周
波
数
帯
（
法
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
周
波
数
帯
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

二
　
総
合
通
信
局
（
沖
縄
総
合
通
信
事
務
所
を
含
む
。
次
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
八
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
管
轄
区
域

三
　
全
国
の
区
域

（
利
用
状
況
調
査
の
調
査
事
項
等
）

第
五
条
　
免
許
を
受
け
た
無
線
局
に
係
る
法
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
電
気
通
信
業
務
用
基
地
局
及
び
当
該
電
気
通
信
業
務
用
基
地
局
の
通
信
の
相
手
方
で
あ
る
移
動
す
る
無
線
局
（
次
号
及
び
第
九
条
に
お
い
て
「
電
気
通
信
業
務
用
基
地
局
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
利
用
状
況
調
査
に
つ
い
て
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
無
線
局
の
数

ロ
　
無
線
局
の
行
う
無
線
通
信
の
通
信
量

ハ
　
無
線
局
の
無
線
設
備
に
係
る
電
波
の
能
率
的
な
利
用
を
確
保
す
る
た
め
の
技
術
の
導
入
に
関
す
る
状
況

ニ
　
免
許
人
の
数

ホ
　
無
線
局
の
目
的
及
び
用
途

ヘ
　
無
線
設
備
の
使
用
技
術

ト
　
無
線
局
の
具
体
的
な
使
用
実
態

チ
　
他
の
電
気
通
信
手
段
へ
の
代
替
可
能
性

リ
　
電
波
を
有
効
利
用
す
る
た
め
の
計
画

ヌ
　
使
用
周
波
数
の
移
行
計
画

ル
　
既
設
電
気
通
信
業
務
用
基
地
局
（
法
第
二
十
七
条
の
十
二
第
二
項
に
規
定
す
る
既
設
電
気
通
信
業
務
用
基
地
局
を
い
う
。
）
が
現
に
使
用
し
て
い
る
周
波
数
の
幅

ヲ
　
接
続
・
卸
役
務
提
供
（
法
第
二
十
七
条
の
十
二
第
三
項
第
三
号
ロ
に
規
定
す
る
接
続
・
卸
役
務
提
供
を
い
う
。
）
の
状
況

二
　
電
気
通
信
業
務
用
基
地
局
等
以
外
の
無
線
局
に
係
る
利
用
状
況
調
査
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
無
線
局
の
数

ロ
　
無
線
局
の
行
う
無
線
通
信
の
通
信
量

ハ
　
無
線
局
の
無
線
設
備
に
係
る
電
波
の
能
率
的
な
利
用
を
確
保
す
る
た
め
の
技
術
の
導
入
に
関
す
る
状
況

ニ
　
免
許
人
の
数

ホ
　
無
線
局
の
目
的
及
び
用
途
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ヘ
　
無
線
設
備
の
使
用
技
術

ト
　
無
線
局
の
具
体
的
な
使
用
実
態

チ
　
他
の
電
気
通
信
手
段
へ
の
代
替
可
能
性

リ
　
電
波
を
有
効
利
用
す
る
た
め
の
計
画

ヌ
　
使
用
周
波
数
の
移
行
計
画

２
　
前
項
各
号
に
規
定
す
る
事
項
の
調
査
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
の
別
に
よ
る
区
分
ご
と
に
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
前
項
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
及
び
ホ
か
ら
ヲ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
　
免
許
人

二
　
前
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
及
び
チ
か
ら
ル
ま
で
並
び
に
同
項
第
二
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
　
周
波
数
帯

三
　
前
項
第
一
号
ロ
、
ニ
か
ら
ト
ま
で
、
ル
及
び
ヲ
に
掲
げ
る
事
項
　
全
て
の
周
波
数
帯

四
　
前
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
及
び
チ
か
ら
ル
ま
で
並
び
に
同
項
第
二
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
　
総
合
通
信
局
の
管
轄
区
域

五
　
前
項
第
一
号
イ
か
ら
ヲ
ま
で
及
び
同
項
第
二
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
　
全
国
の
区
域

３
　
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
事
項
の
調
査
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
第
一
項
第
一
号
イ
、
ニ
か
ら
ヘ
ま
で
及
び
ル
並
び
に
同
項
第
二
号
イ
及
び
ニ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
　
法
第
百
三
条
の
二
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
総
合
無
線
局
管
理
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
て
い
る
情
報
の
整
理

二
　
第
一
項
第
一
号
ロ
、
ハ
、
ト
か
ら
ヌ
ま
で
及
び
ヲ
並
び
に
同
項
第
二
号
ロ
、
ハ
及
び
ト
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
　
法
第
二
十
六
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
免
許
人
に
対
し
て
報
告
を
求
め
る
事
項
の
収
集

４
　
登
録
を
受
け
た
無
線
局
に
係
る
法
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
第
二
号
（
ホ
及
び
ヘ
を
除
く
。
）
及
び
前
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
中
「
免
許

人
」
と
あ
る
の
は
「
登
録
人
」
と
、
「
無
線
局
」
と
あ
る
の
は
「
登
録
局
」
と
、
前
項
第
一
号
中
「
第
一
項
第
一
号
イ
、
ニ
か
ら
ヘ
ま
で
及
び
ル
並
び
に
同
項
第
二
号
イ
及
び
ニ
か
ら
ヘ
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
第
二
号
イ
及
び

ニ
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
一
項
第
一
号
ロ
、
ハ
、
ト
か
ら
ヌ
ま
で
及
び
ヲ
並
び
に
同
項
第
二
号
ロ
、
ハ
及
び
ト
か
ら
ヌ
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
第
二
号
ロ
、
ハ
及
び
ト
か
ら
ヌ
ま
で
」
と
、
「
免
許
人
」
と
あ
る
の
は
「
登

録
人
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５
　
免
許
及
び
登
録
を
要
し
な
い
無
線
局
に
係
る
法
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
別
表
の
一
の
欄
に
掲
げ
る
区
別
ご
と
に
同
表
の
二
の
欄
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

６
　
別
表
の
二
の
欄
に
規
定
す
る
事
項
を
調
査
す
る
方
法
は
、
同
欄
に
掲
げ
る
事
項
ご
と
に
同
表
の
三
の
欄
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

７
　
総
務
大
臣
は
、
第
三
項
、
第
四
項
及
び
前
項
に
定
め
る
方
法
に
よ
る
調
査
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
電
波
の
発
射
状
況
に
係
る
調
査
（
次
条
に
お
い
て
「
発
射
状
況
調
査
」
と
い
う
。
）
の
結
果
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
重
点
調
査
の
実
施
）

第
六
条
　
総
務
大
臣
は
、
第
三
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
無
線
局
の
種
類
ご
と
に
利
用
状
況
調
査
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
基
本
的
な
方
針
に
合
致
す
る
周
波
数
帯
を
重
点
的
に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
前
条
第
一
項
第
一
号
ロ
、
ハ
、
ト
か
ら
ヌ
ま
で
及
び
ヲ
並
び
に
同
項
第
二
号
ロ
、
ハ
及
び
ト
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
調
査
並
び
に
発
射
状
況
調
査
に
つ
い
て
、
必
要
な
限
度
に
お
い
て
詳
細
に
調
査
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

（
臨
時
の
利
用
状
況
調
査
）

第
七
条
　
総
務
大
臣
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
三
条
第
一
項
各
号
又
は
第
二
項
に
定
め
る
周
期
に
か
か
わ
ら
ず
、
対
象
を
限
定
し
て
臨
時
の
利
用
状
況
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
利
用
状
況
調
査
を
行
う
と
き
は
、
対
象
と
な
る
周
波
数
帯
、
地
域
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
を
当
該
調
査
を
開
始
す
る
日
の
一
月
以
上
前
に
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
利
用
状
況
調
査
の
概
要
の
作
成
及
び
公
表
）

第
八
条
　
法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
利
用
状
況
調
査
の
結
果
の
概
要
は
、
総
合
通
信
局
の
管
轄
区
域
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
周
波
数
の
特
性
、
電
波
の
利
用
形
態
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
国
民
に
分
か
り
や
す
い
も
の
と
す
る
よ
う
適
切
な
周
波
数
帯
等
ご
と
に
取
り
ま
と
め
る
こ
と
。

二
　
利
用
状
況
調
査
の
結
果
が
数
値
で
得
ら
れ
る
第
五
条
第
一
項
及
び
第
四
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
は
平
均
値
を
算
定
す
る
こ
と
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
っ
て
処
理
す
る
こ
と
。

三
　
前
号
に
お
い
て
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
四
十
二
号
）
第
五
条
に
規
定
す
る
不
開
示
情
報
に
配
意
す
る
こ
と
。

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
無
線
局
に
係
る
利
用
状
況
調
査
の
結
果
の
概
要
は
、
複
数
の
総
合
通
信
局
の
管
轄
区
域
を
一
の
区
域
と
し
て
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
作
成
し
た
利
用
状
況
調
査
の
結
果
の
概
要
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
り
公
表
す
る
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い
て
公
衆
の
閲
覧
に
供
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
総
務
省
総
合
通
信
基
盤
局

二
　
総
合
通
信
局

（
有
効
利
用
評
価
の
評
価
事
項
）

第
九
条
　
法
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
第
四
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
と
す
る
。

一
　
電
気
通
信
業
務
用
基
地
局
等
に
係
る
利
用
状
況
調
査
　
第
五
条
第
一
項
第
一
号
ニ
か
ら
ヲ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

二
　
電
気
通
信
業
務
用
基
地
局
等
以
外
の
無
線
局
に
係
る
利
用
状
況
調
査
　
第
五
条
第
一
項
第
二
号
ニ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

（
有
効
利
用
評
価
の
結
果
の
概
要
の
作
成
及
び
公
表
）

第
十
条
　
第
八
条
の
規
定
は
、
法
第
二
十
六
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
有
効
利
用
評
価
の
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
十
六
条
の

三
第
四
項
」
と
、
「
利
用
状
況
調
査
」
と
あ
る
の
は
「
有
効
利
用
評
価
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
二
十
六
条
の
三
第
六
項
に
規
定
す
る
調
査
の
方
法
）

第
十
一
条
　
法
第
二
十
六
条
の
三
第
六
項
に
規
定
す
る
調
査
を
行
う
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。
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一
　
調
査
期
間

二
　
調
査
の
対
象
と
な
る
無
線
局
及
び
そ
の
無
線
局
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
周
波
数

三
　
無
線
設
備
の
取
得
価
格
及
び
取
得
時
期
そ
の
他
の
調
査
事
項

四
　
調
査
方
法

五
　
そ
の
他
調
査
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

附
　
則

１
　
こ
の
省
令
は
、
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
後
最
初
に
行
う
利
用
状
況
調
査
は
、
第
三
条
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
し
、
平
成
十
四
年
度
の
利
用
状
況
調
査
は
三
・
六
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
四
・
二
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
、
四
・
四
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
五

Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
及
び
五
・
九
二
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
六
・
四
二
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
の
固
定
業
務
（
電
気
通
信
業
務
用
に
限
る
。
）
に
係
る
周
波
数
帯
に
つ
い
て
、
平
成
十
五
年
度
の
利
用
状
況
調
査
は
残
り
の
周
波
数
帯
に
つ
い
て
行
う
も
の
と

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
二
月
一
八
日
総
務
省
令
第
一
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
月
二
六
日
総
務
省
令
第
一
三
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
六
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
六
年
一
月
二
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
法
第
三
十
八
条
の
十
六
第
一
項
の
認
証
に
係
る
無
線
設
備
又
は
法
第
三
十
八
条
の
十
七
第
一
項
の
認
証
に
係
る
無
線
設
備
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
出
荷
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
電
波

の
利
用
状
況
の
調
査
等
に
関
す
る
省
令
別
表
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
八
年
度
の
利
用
状
況
調
査
ま
で
は
、
従
前
の
調
査
項
目
及
び
調
査
方
法
を
も
っ
て
調
査
す
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
二
二
日
総
務
省
令
第
四
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
電
気
通
信
事
業
法
及
び
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
五
月
一
三
日
総
務
省
令
第
八
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
波
法
及
び
有
線
電
気
通
信
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
四
十
七
号
）
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
五
月
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
八
月
九
日
総
務
省
令
第
一
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
一
一
月
二
九
日
総
務
省
令
第
一
六
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
電
波
法
及
び
放
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
一
月
二
一
日
総
務
省
令
第
一
三
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
一
一
月
一
六
日
総
務
省
令
第
一
三
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
特
定
機
器
に
係
る
適
合
性
評
価
の
欧
州
共
同
体
及
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
と
の
相
互
承
認
の
実
施
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
九
十
二
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
十

一
月
二
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
六
月
二
九
日
総
務
省
令
第
八
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
放
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
三
年
六
月
三
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
前
に
開
始
し
た
利
用
状
況
調
査
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
に
つ
い
て
も
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
一
二
月
七
日
総
務
省
令
第
一
〇
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
九
月
二
七
日
総
務
省
令
第
六
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
波
法
及
び
電
気
通
信
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
二
十
七
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
二
月
一
日
総
務
省
令
第
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
四
月
一
日
総
務
省
令
第
三
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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附
　
則
　
（
令
和
四
年
九
月
三
〇
日
総
務
省
令
第
六
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
波
法
及
び
放
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
四
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
　
調
査
事
項
等
（
第
５
条
関
係
）

１
　
区
別

２
　
調
査
事
項

３
　
調
査
方
法

法
第
３
８
条
の
６
第
１
項
の
技
術
基
準
適
合
証
明
を
受

け
た
無
線
設
備

技
術
基
準
適
合
証
明
を
受
け
た
無
線
設
備
の
台
数

法
第
３
８
条
の
２
の
２
第
１
項
の
登
録
を
受
け
た
者
（
以
下
「
登
録
証
明
機
関
」
と
い

う
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
て
報
告
を
求
め
る
事
項
の
整
理

法
第
３
８
条
の
２
４
第
１
項
の
工
事
設
計
認
証
に
係
る

無
線
設
備

特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
関
す
る
規
則
第
１
９
条
第
１
項
第
４
号
に
規

定
す
る
検
査
を
行
っ
た
特
定
無
線
設
備
の
数
量

法
第
３
８
条
の
２
４
第
１
項
の
工
事
設
計
認
証
を
受
け
た
者
及
び
登
録
証
明
機
関
に
対

し
て
報
告
を
求
め
る
事
項
の
整
理

法
第
３
８
条
の
３
１
第
１
項
の
技
術
基
準
適
合
証
明
に

係
る
無
線
設
備

技
術
基
準
適
合
証
明
を
受
け
た
無
線
設
備
の
台
数

法
第
３
８
条
の
３
１
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
た
者
（
以
下
「
承
認
証
明
機

関
」
と
い
う
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
て
報
告
を
求
め
る
事
項
の
整
理

法
第
３
８
条
の
３
１
第
５
項
の
工
事
設
計
認
証
に
係
る

無
線
設
備

特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
関
す
る
規
則
第
３
５
条
第
１
項
第
４
号
に
規

定
す
る
検
査
を
行
っ
た
特
定
無
線
設
備
の
数
量

法
第
３
８
条
の
３
１
第
５
項
の
工
事
設
計
認
証
を
受
け
た
者
及
び
承
認
証
明
機
関
に
対

し
て
報
告
を
求
め
る
事
項
の
整
理

法
第
３
８
条
の
３
３
第
１
項
の
確
認
に
係
る
無
線
設
備
特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
関
す
る
規
則
第
４
０
条
第
１
項
第
４
号
に
規

定
す
る
検
査
を
行
っ
た
特
別
特
定
無
線
設
備
の
数
量

法
第
３
８
条
の
３
３
第
４
項
の
届
出
業
者
に
対
し
て
報
告
を
求
め
る
事
項
の
整
理

特
定
機
器
に
係
る
適
合
性
評
価
手
続
の
結
果
の
外
国
と

の
相
互
承
認
の
実
施
に
関
す
る
法
律
（
平
成
１
３
年
法

律
第
１
１
１
号
）
第
３
３
条
第
２
項
の
工
事
設
計
認
証

に
係
る
無
線
設
備

特
定
機
器
に
係
る
適
合
性
評
価
手
続
の
結
果
の
外
国
と
の
相
互
承
認
の
実
施
に
関
す
る
法

律
第
３
３
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
３
８
条
の
２
５
第
２
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る

場
合
に
お
け
る
特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
関
す
る
規
則
第
１
９
条
第
１

項
第
４
号
に
規
定
す
る
検
査
を
行
っ
た
特
定
無
線
設
備
の
数
量

特
定
機
器
に
係
る
適
合
性
評
価
手
続
の
結
果
の
外
国
と
の
相
互
承
認
の
実
施
に
関
す
る

法
律
第
３
３
条
第
２
項
の
工
事
設
計
認
証
を
受
け
た
者
に
対
し
て
報
告
を
求
め
る
事
項

の
整
理

注
１
　
「
調
査
事
項
」
の
各
欄
の
台
数
又
は
数
量
は
、
特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
関
す
る
規
則
第
２
条
第
１
項
に
定
め
る
特
定
無
線
設
備
又
は
同
条
第
２
項
に
定
め
る
特
別
特
定
無
線
設
備
の
種
別
ご
と
の
台
数
又
は
数

量
と
す
る
。
た
だ
し
、
一
の
特
定
無
線
設
備
又
は
特
別
特
定
無
線
設
備
の
種
別
に
お
い
て
、
２
以
上
の
周
波
数
を
使
用
す
る
特
定
無
線
設
備
又
は
特
別
特
定
無
線
設
備
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
周
波
数
ご
と
の
台
数
又
は
数
量
と
す

る
。

注
２
　
「
調
査
方
法
」
の
各
欄
の
報
告
を
求
め
る
事
項
の
整
理
は
、
調
査
の
対
象
と
す
る
特
定
無
線
設
備
の
種
別
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
、
必
要
な
範
囲
内
で
行
う
も
の
と
す
る
。
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